


リセールバリューを意識した買い方
ラッピングの利点として、リセールバリューがあります。

新しい車が好きで、車検の度に乗り換えようとすると、残債が

残った状態で乗り換えることになります。高値でディーラーに買い

取ってもらわないと、次のローンにその差額が乗ってくる。長く乗ら

ず、車検までで回していくなら、リセールを良くしないと辛いです。

以前に乗っていた赤の車を売る時は苦労しました。リセールを

考えるなら、白や黒、グレーといった売りやすい色が良い。だから

買った後に色を変えて、買取り時には売れやすい色に戻す事が理

想です。塗装は別の色に変えられても、元の色には戻せないので、

リセールバリューの下がり具合は読めない。その点ラッピングで

あれば、剥がすことで問題なく解決できる。ラッピングはそういっ

た心理的な負担を少なくできるのが凄いですよね。

車好きは変わったものを求めることが多いですが、むちゃくちゃ

お金がある人は別ですけど、お金をうまく循環させて好きな車に

乗りたい人には、ラッピングは良いソリューションですね。

ラッピング前提としたボディカラー選び
元の色はパールブラックです。ラッピングする前提で車の色を検討し、次のカラーチェンジも踏まえて、どの色のラッピングでも合いそ

うな黒にしました。簡単に変えられるっていうところが、ラッピングの良いところです。昔から色を変えるのは塗装だと、僕の中の常識

だったんですけど、そうじゃなかった。ラッピングは気軽にというか、売るときは全部剥がせばいい。

グーグル検索で調べていろいろ問い合わせて、その中でも一番実績がありそうで老舗感のあるLAPPSさんを選びました。そこで色の

バリエーションを見て、同じ系統のダークグレイという色を見つけて、かなりかっこいいと思い決めました。
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お名前 ： O様

お住まい ： 東京都練馬区

お仕事 ： エネルギー関連企業勤務

車種・モデル ： BMW 530e

施工フィルム ： 

フルボディ　2080-S261(サテンダークグレー)

施工店 ： 

LAPPS　https://lapps.jp/

フィルムブランドは安心感で選ぶ
先に施 工 店を選んで、その後に自 分のイメージに近い色を

選びました。いろんなフィルムメーカーがあるのは知っていまし

たが、3Mの以外のメーカーは検討していません。

やりたい色を持っているメーカーがあっても、安心感には勝て

ない。3Mは他の消費者とも馴染み深く、一般商品でもよく知る

ブランドです。3Mがフィルム業界などに技術力を持っていること

は知っていましたが、他のメーカーは調 べないとわからない。

3Mでダメだったとしても、他のメー カー のフィルムの 方 が 良

いって事 は ないだろうと考えました。車のリセールバリューを

考えると、きれいに剥がせなかったら困るので、そういう意味で

も選ぶ時に迷いは少ないですよね。

今は車を屋外に停めているので、耐久性の部分で少し心配な

部分はありましたが、ちゃんと綺麗にしていれば問題ないと教え

てもらいました。フルラッピングは安くはないですが、リセールバ

リューを考えると総合的に価値がありますね。
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